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『長田夏樹論述集（下）』第 4 章 

（原載：『中国語学研究会関西月報』，1950 年 3 月） 

 

 

 印欧比較言語学の例を引きながら、上古音研究の問題点すなわち「明らかに成立年代に

幅のある諧声文字、仮借を、ある限定された時代にあてはめている」という点が鋭く指摘

されている。その克服のためには、シナ＝チベット語の比較研究が必要不可欠だというス

タンスである。長田先生の説ではタイ語はシナ＝チベット語族のシナ＝タイ語派に属する

（第 3 章・第 12 章）。 

 まず声母については、タイ諸語の比較言語学的研究の成果に基づき、上古音にも t tʻ d dʻ、

p pʻ b bʻのような四系列を認める。B.Karlgren と同じく定母や並母を有声有気音（dʻ bʻなど）

と再構しているが、Karlgren とは異なり、b には「陌」（中古明母）などを考える。 

 韻母については声符を中心に説明がなされる。「紙面の都合により一部のみ」しか挙例が

なされなかったことが惜しまれる。韻部の名は一般と違うので対照してみたい。以下太字

の名が長田先生の二十六部。このうち「室部」はもと「臺部」となっていたがミスプリで

あろう。 

 

 陰類 ： 魚部 支部 之部 侯部 宵部 幽部 歌部  脂部 微部 

      余部       句部       戈耑部    隹部 

 入類 ： 鐸部 錫部 職部 屋部 薬部 覚部 月部  質部 物部 葉部 緝部 

      昔部 朿部 有部 束部 高部 攸部 祭部  室部 矞部 去部 執部 

 陽類 ： 陽部 耕部 蒸部 東部    中部 元部  真部 文部 談部 侵部 

      方部 熒部 厷部 工部    夅部 爰部  辰部 艮部 兼部 覃部 

 

 支之宵幽の諸部は入類の一種（-g）と見なされている。清朝考証学者と同じく、脂部・微

部は区別されていない（すなわち隹部）。陰声の再構音は以下のとおり：余部 å、句部 o、戈

部 a、耑部 ar、隹部 ər。 

 入類の再構音について B.Karlgren や 近の学説との比較をしてみれば以下のとおりであ

る。 



 

 昔部 朿部 有部 束部 高部 攸部 祭部 室部 矞部 去部 執部

長田先生 ak ek ək uk ok ôk at et ət ap əp 

 鐸部 錫部 職部 屋部 薬部 覚部 月部 質部 物部 葉部 緝部

B.Karlgren âk ek ək uk ok ôk ât et ət âp əp 

李方桂 ak ik ək uk akw əkw at it ət ap əp 

W.Baxter 

ak ek ɨk ok awk

ewk

uk 

iwk 

at 

et 

ot 

it 

ik 

ɨt 

ut 

ap 

ep 

op 

ɨp 

up 

 

 声調については、「平（平音）上（揚音）去（抑音）」の三種、入声には去声と同じ調値

を考えておられたことが第 3 章からわかる（更に声母の清濁により各二種に分かれるとの

こと）。なお第 35 章では陰入陽の対転についての紹介と議論がなされている。 
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